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国際保健医療福祉学分野 
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学会発表数 

A－a 
A－b 

B－a 
B－b 

シンポジウム 学会 シンポジウム 学会 

6 1 0 7 0 0 

 

社会活動 
氏名・職 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

高村 昇・教授 環境放射能研究所 研究連携推進会議委員 福島大学環境放射能研究所 

高村 昇・教授 疫学部顧問 公益財団法人 原子力安全研究協会 

高村 昇・教授 支援センター運営委員会 委員 公益財団法人 原子力安全研究協会 

高村 昇・教授 福島県放射線健康リスク管理アドバイザー 福島県 

高村 昇・教授 非常勤嘱託 アルパイン株式会社 

高村 昇・教授 建築審査会委員 長崎県 
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高村 昇・教授 (財)放射線影響研究所 臨床研究部顧問 (財)放射線影響研究所 

高村 昇・教授 福島県民健康管理調査検討会委員 福島県 

高村 昇・教授 日本放射線看護学会評議員 日本放射線看護学会 

高村 昇・教授 環境放射能研究所研究連携推進会議委員 国立大学法人福島大学 

高村 昇・教授 長崎市原子爆弾放射線影響研究会委員 長崎市原子爆弾放射線影響研究会事務局 

高村 昇・教授 福島県川内村健康アドバイザー 福島県双葉郡川内村 

高村 昇・教授 長崎ヒバクシャ医療国際協力会運営部会委員 長崎県、長崎市 

高村 昇・教授 非常勤講師 広島大学 

高村 昇・教授 環境創造センター交流棟展示等検討会委員 福島県生活環境部（環境創造センター） 

高村 昇・教授 放射線と健康アドバイザー 福島県保健福祉部 

高村 昇・教授 風評払拭・リスコミ強化アドバイザリー会合外

部有識者委員 
復興庁 原子力災害復興班 

高村 昇・教授 安全・安心対策検証委員会委員 公益財団法人原子力安全研究協会 

高村 昇・教授 除染情報プラザ運営委員会委員 環境省東北地方環境事務所 

高村 昇・教授 楢葉町放射線健康管理委員会委員 福島県双葉郡楢葉町 

高村 昇・教授 中間貯蔵除去土壌等の減容・再生利用技術開発

戦略検討会委員 
環境省水・大気環境局 

高村 昇・教授 相談員制度の運用に関する実務者会合委員 内閣府 

高村 昇・教授 雲南市原子力安全顧問 島根県雲南市 

折田真紀子・助教 内部被ばく技術検討会委員 公益財団法人 原子力安全研究協会 

折田真紀子・助教 外部被ばく技術検討委員 公益財団法人 原子力安全研究協会 

折田真紀子・助教 トレーナーズトレーニングの講師 公益社団法人 日本アイソトープ協会 

 

競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む） 
氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

高村昇・教授 
 

日本学術振興会 代表 
 

基盤研究（B） 

「福島の今後を見据えたチェルノブイリに

おける疫学研究の展開」 

高村昇・教授 日本学術振興会 代表 基盤研究（C） 
「福島県川内村におけるキノコ・山菜マップ

の作成：復興再生に向けたモデルケースの構

築」 

高村 昇 環境省 代表 「富岡町を基盤とした帰還住民とのコミュ

ニケーションに資する科学的エビデンスの

創出」 

折田真紀子 日本学術振興会 代表 若手研究（Ｂ）「福島県川内村における食材

中の放射性物質濃度のデータベース化と住

民のリスク認知評価」 

高村 昇・教授 アルパイン㈱ 内部被ばく線量評価 

 

その他 
非常勤講師 

氏名・職 職（担当科目） 関 係 機 関 名 

高村 昇・教授 非常勤講師（大規模災害と国際協力） 広島大学 



 

 3 

 
新聞等に掲載された活動 

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日 活動内容の概要と社会との関連 

高村 昇・教授 放射線・放射性物質
Q&A 

福島民報 2017 年 
3 月 1 日 

福島県内では除染しても空間線量率が

0.23 ﾏｲｸﾛシーベルト/時を下回らない地

域があるが、このような場所で 1 年間生

活したとしても健康影響は見られない

と述べた。 

高村 昇・教授 放射線・放射性物質
Q&A 

福島民報 2017 年 
3 月 2 日 

避難解除準備区域と居住制限区域にお

いて、個人被ばく線量を解析すると１㍉

ｼｰﾍﾞﾙﾄ/年を超える線量に相当するケー

スもあるが、年間 1 ㍉ｼｰﾍﾞﾙﾄ以内に収め

るというのは平時の放射線防護の基準

であり、これを超えたら健康影響が見ら

れるというものではないと述べた。 

高村 昇・教授 放射線・放射性物質
Q&A 

福島民報 2017 年 
3 月 3 日 

原子放射線の影響に関する国連科学委

員会（UNSCEAR）が、福島第一原発事

故の健康影響に関する報告書の改訂版

を 2016 年に出したが、大部分が 2013 年

報告書の主要な仮定の一つまたは複数

を追認する内容であった。今後も定期的

にこのような報告書が作成されること

が予想されると述べた。 

高村 昇・教授 放射線・放射性物質
Q&A 

福島民報 2017 年 
3 月 4 日 

チェルノブイリ原発事故の影響を受け

たことによる甲状腺がんの発症と福島

との甲状腺がんの発症とは状況が大き

く異なり、今後も因果関係について科学

的に検討する事が重要であると述べた。 

高村 昇・教授 放射線・放射性物質
Q&A 

福島民報 2017 年 
3 月 6 日 

自家製野菜に含まれる放射性セシウム

濃度が気になる場合は各市町村で簡易

分析を行う体制が整っている。だが、現

在野菜から検出される頻度は極めて低

いと述べた。 

高村 昇・教授 放射線・放射性物質
Q&A 

福島民報 2017 年 
3 月 7 日 

山菜の中には比較的高頻度に放射性セ

シウムが検出されるが、種類によってそ

の頻度は異なる。しかし、基準値を超え

た山菜を数回食べたとしても基準値の

設定が厳しくなっているため、健康影響

があるとは考えにくいと述べた。 

高村 昇・教授 放射線・放射性物質
Q&A 

福島民報 2017 年 
3 月 8 日 

食品中の放射性セシウムの基準値は１

㌔あたり 100 ベクレルと定められてい

るが、これを一年間毎日食べたとしても

レントゲン写真１回の被ばく線量の半

分以下であり、健康影響は見られないと

述べた。 

高村 昇・教授 放射線・放射性物質
Q&A 

福島民報 2017 年 
3 月 9 日 

福島県における甲状腺がん、またはその

疑いと診断されたその多くは、精度の高

い検査を行うことで放射線と関係ない、

以前から一定割合ある「潜在がん」を見

つけている可能性が高いと述べた。 

高村 昇・教授 長崎大学の富岡町に

おける復興推進拠点

設置 

長崎新聞 2017 年 
3 月 9 日 

富岡町は一部地域を除き４月１日に避

難指示解除となった。しかし戻りたいと

考えている町民は全体の１６％。長崎大

学は役場に復興推進拠点を置き、住民の
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健康相談や放射線量測定といった活動

の頻度を高め、帰郷する人を増やしてい

きたい。 

高村 昇・教授 「放射線・放射性物質

Q&A」の第４巻発行 
福島民報 2017 年 

3 月 10 日 
福島民報で連載した Q&A の中から特に

県民の関心が高い項目を中心に一部加

筆している。県放射線健康リスク管理ア

ドバイザーの高村昇教授が回答者を務

め、冊子は県を通して全市町村に配布し

活用される。 

高村 昇・教授 放射線・放射性物質
Q&A 

福島民報 2017 年 
3 月 10 日 

福島県県民健康調査での甲状腺検査で

これまで 100 人以上が甲状腺がん、また

はがんの疑いと診断されたが、事故によ

る放射線被ばくとの因果関係は年齢的

に考えにくいと述べた。 

高村 昇・教授 放射線・放射性物質
Q&A 

福島民報 2017 年 
3 月 11 日 

福島県県民健康調査で見つかった甲状

腺がんは、地域によっての発症頻度は全

域でほぼ同じであり、福島第一原発の近

くにいたから甲状腺がんが多いという

事はなかったと述べた。 

高村 昇・教授 放射線・放射性物質
Q&A 

福島民報 2017 年 
3 月 12 日 

福島県県民健康調査は、対象となってい

る方が県外に行っても、全国で甲状腺検

査を受けられるようになっている。 

高村 昇・教授 
折田真紀子・助教 

川内村での拠点報告

会 
福島民報 2017 年 

3 月 17 日 
長崎大学原研国際の主催、川内村にて復

興支援や調査研究活動の報告会を行っ

た。 

高村 昇・教授 
折田真紀子・助教 

「放射線・放射性物質

Q&A」４巻発行 
福島民報 2017 年 

3 月 17 日 
長崎大学は、福島民報での連載「放射

線・放射性物質 Q＆A」をまとめた冊子

の第四巻二万五千部を県に寄贈した。 

高村 昇・教授 東日本国際大学・いわ

き短期大学 長崎大

学と協定 

福島民報 2017 年 
4 月 27 日 

いわき市の東日本国大大学といわき短

期大学は、福島第一原発事故からの復興

を担う人材育成を目的に連携協定を締

結した。 

高村 昇・教授 
平良 文亨・助教 

長崎で原発事故と食

の安全シンポジウム

開催 

長崎新聞 2017 年 
5 月 14 日 

東京電力福島第一原発事故で食品の安

全が脅かされたことをテーマに被爆地

の長崎市でシンポジウムを開き、川内村

で計測した結果を発表した。 

高村 昇・教授 
平良 文亨・助教 

長崎で「震災に係る食

料問題フォーラム」開

催 

福島民報 2017 年 
5 月 14 日 

被爆地の長崎市で食料問題フォーラム

が開催され、原発事故に伴う風評が根強

い件さん農林水産物の安全性とおいし

さを消費者にどう理解してもらうか専

門家と参加者が意見を交わした。 

高村 昇・教授 
平良 文亨・助教 

食の安全 長崎で日

本学術会議フォーラ

ム開催 

福島民友 2017 年 
5 月 14 日 

東日本大震災と東京電力福島第一原発

事故で被害を受けた農林水産業の復興

を議論する日本学術会議で風評対策な

どについて長崎大の研究者や専門家が

研究発表した。 

高村 昇・教授 
 

長崎・ヒバクシャ医療

国際協力会 活動 25
年 

読売新聞 2017 年 
8 月 1 日 

NASHIM 発足から 25 年、300 人以上の

海外の医療関係者を招き、被ばく医療の

人材育成を行ってきた。 

高村 昇・教授 
 

長崎大学、国立北西医

科大学と連携 
長崎新聞 2017 年 

9 月 13 日 
長崎大は国立北西医科大学と連携して、

国際的な被ばく医療の専門家の育成に

取り組むと発表、福島原発事故を経験し

た日本とチェルノブイリ原発事故で被
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害にあったロシア、ベラルーシの医大で

相互に学生を学ばせる。 

高村 昇・教授 
 

食の安全・安心アカデ

ミーシンポジウムが

郡山市にて開催 

福島民報 2017 年 
11 月 4 日 

福島県郡山市にて食の安全・安心アカデ

ミーシンポジウムが開催され消費者が

安全な福島県食材への理解を深め、川内

村での支援活動、山菜やキノコの放射線

セシウムについて説明した。 

高村 昇・教授 
 

福井大学、敦賀で防

災・日本再生シンポジ

ウム開催 

福井新聞 2017 年 
11 月 26 日 

福井大の防災・日本再生シンポジウム

「日本一の原子力立地 福井県におけ

る防災危機管理」において事故に備え人

材育成の重要性を述べた。 

高村 昇・教授 
折田真紀子・助教 

放射線と健康への影

響～福島の復興と現

状～情勢講演会 

静岡新聞 2017 年 
12 月 17 日 

放射線の性質を正しく理解し、正しく怖

がるためのポイントについて講演した。 

 


